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ＪＲ連合は、６月 21日～22日に
かけて、山梨県早川町保地区での
地域ボランティア活動を、ＪＲ西
労組・ＪＲ九州労組、貨物鉄産労か
らの参加者を含めた 14名で実施し
た。本活動は、
2008 年から継続

してきたものであり、昨年に続き、食事
の手配や熱中症対策など、事前の準備を
早川町役場と連携してきた。  

活動の経緯や目的などをＪＲ連合から
説明した後、各単組も含め各班に分かれて
用水路の周辺整備、耕作放棄地の整備、公
民館近辺の環境整備、集落の山側を囲む獣
害防止柵のツル取り等を行った。  

１日目終了後は、ＪＲ連合参加者でＢＢＱを
行い、２日目終了後は、地元の皆様を交えた昼
食懇談会を実施した。今回、本活動を初期から
創り上げてきた荻山市朗前会長も参加し、保地
区の住民に直接退任を報告した。  
ＪＲ連合は、ＪＲ産業が社会の支えがあって成り立って

いることを今一度認識し、今後も
地域社会にとって必要不可欠な
存在であり続けるため、「ＪＲ連
合ビジョン」で掲げる「社会とつ
ながり、地域とつながり、他産業・
労働組合の仲間とつながる」活動
に継続的に取り組む。 
 

 

保代表者と握手を交わす 
荻山前会長 


